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循
環
型
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の

普
及
を
目
指
し
て



明
。
村
役
場
は
「
な
ら
コ
ー
プ
」
と
村
づ
く

り
に
関
す
る
「
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
。

令
和
元
年
1
月
、
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。

　

同
水
力
発
電
所
に
提
案
時
か
ら
関
わ
る

C
E
N
社
の
伊
東
さ
ん
は
、「
小
水
力
発
電
に

0203 NARA Style Journal vol.22NARA Style Journal vol.22

は
、
昼
夜
問
わ
ず
、
安
定
し
た
電
力
が
供
給

で
き
る
こ
と
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い

こ
と
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
地
産

地
消
型
の
電
力
供
給
を
す
る
こ
と
で
、
村
の

発
展
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と

提
案
時
の
思
い
を
話
し
ま
す
。
ま
た
、
森
岡

さ
ん
は
更
新
事
業
に
C
E
N
社
を
選
ん
だ
点

に
つ
い
て
、「
提
案
し
て
く
れ
た
企
業
は
複
数

あ
り
ま
し
た
が
、
同
社
の
技
術
力
と
信
頼
性

が
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
」
と
説
明
し
ま
す
。

地
域
と
協
働
し

継
続
的
な
運
営
を

　
完
成
ま
で
に
要
し
た
工
期
は
約
1
年
半
。

水
を
取
り
込
む
取
水
口
の
改
修
、
水
圧
管
の

増
強
、
水
車
発
電
機
の
新
設
な
ど
を
施
し
、

最
大
売
電
出
力
は
98
kW
か
ら
1
7
9・7
kW

に
ま
で
増
量
。
令
和
2
年
6
月
よ
り
、
運

転
を
開
始
し
ま
し
た
。
令
和
3
年
3
月
に

は
水
圧
管
を
埋
設
し
て
い
る
村
道
が
災
害
に

よ
り
崩
落
し
、
復
旧
と
運
転
再
開
ま
で
9
ヶ

月
を
要
し
ま
し
た
が
、
そ
の
期
間
を
除
く
と

順
調
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

同
発
電
所
で
得
ら
れ
た
電
力

は
、「
な
ら
コ
ー
プ
で
ん
き
」

の
電
源
の
一
部
と
し
て
県
内

で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

売
電
収
益
の
一
部
は
下
北
山

村
の
振
興
事
業
に
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
事
業
に
は
、
村

民
の
協
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
見
学
者
向
け

の
看
板
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
村
在
住
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
作
成
し
、
更
新
後
の
取
水
口
の
点
検

は
、
今
年
度
か
ら
村
の
林
業
会
社
に
委
託
し

て
い
ま
す
。
伊
東
さ
ん
は
「
資
材
は
で
き
る

だ
け
現
地
で
調
達
し
、
工
事
の
一
部
も
村
の

業
者
に
依
頼
し
ま
し
た
。
現
在
、
発
電
所
は

C
E
N
社
が
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
で

管
理
運
営
体
制
を
構
築
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
発
電
所
の
継
続
は
、
地
元
の
方
々
の

協
力
、
理
解
、
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と

地
域
と
協
働
す
る
重
要
性
を
語
り
ま
す
。

再
エ
ネ
事
業
は

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

　
こ
の
更
新
事
業
を
機
に
、
村
の
地
域
振
興

が
実
現
し
ま
し
た
。
同
社
は
、
村
民
の
買
い

物
支
援
や
村
の
観
光
事
業
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
暮
ら
し
や
す
い
村
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
下
北
山
村
は
面
積
の
90
%

以
上
を
山
林
が
占
め
、
深
刻
な
過
疎
化
で
人

口
は
8
0
0
人
※
3

ほ
ど
で
す
。
こ
う
し
た

老
朽
化
し
た

旧
水
力
発
電
所
の
更
新
へ

　

奈
良
県
の
東
南
端
に
位
置
す
る
下
北
山

村
。
熊
野
灘
に
近
い
山
岳
地
帯
で
、
日
本
で

も
有
数
の
多
雨
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
村
内
に
は
流
量
豊
か
な
川
が
流
れ
、
そ

の
ひ
と
つ
「
小
又
川
」
の
水
源
を
利
用
し
、

平
成
5
年
、
村
営
の
「
小
又
川
小
水
力
発

電
所
」
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
村

内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
で
自
家
消
費
し
て

い
ま
し
た
が
、
設
備
の
老
朽
化
が
進
行
し
、

故
障
と
修
繕
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
、
同
発
電
所
の
更
新
を
村
へ
提
案

し
た
の
が
な
ら
コ
ー
プ
の
グ
ル
ー
プ
会
社

の
一
つ
「
コ
ー
プ
エ
ナ
ジ
ー
な
ら
」（
以
下
、

C
E
N
社
）
で
し
た
。
同
社
は
、
F
I
T
制

度
※
2

を
活
用
し
、
全
量
売
電
型
の
小
水
力

発
電
所
へ
の
更
新
を
村
へ
提
案
。
村
役
場
で

も
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
再
エ
ネ
の
活

用
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
発
電
所
の

調
査
を
同
社
へ
依
頼
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
担
当
だ
っ
た
村
役
場
の
森
岡
さ
ん

は
「
発
電
所
の
維
持
・
活
用
を
模
索
し
て
い

た
の
で
、
C
E
N
社
か
ら
の
提
案
は
好
機
で

し
た
。
但
し
、
更
新
が
費
用
に
見
合
う
効
果

が
得
ら
れ
る
か
を
懸
念
し
て
い
た
た
め
、
更

新
後
の
発
電
所
が
事
業
と
し
て
成
立
す
る
の

か
、
議
会
で
も
検
討
を
重
ね
ま
し
た
」
と
当

時
の
状
況
を
振
り
返
り
ま
す
。調
査
の
結
果
、

設
備
の
改
修
を
施
せ
ば
、
当
初
の
発
電
出
力

（
98
kW
）
の
2
倍
近
く
に
増
強
で
き
る
と
判

地
域
課
題
に
対
し
て
も
、
発
電
所
は
新
た
な

産
業
の
糸
口
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
岡
さ
ん
は
「
大
規
模
な
『
池
原
ダ
ム
』

と
小
規
模
な
『
小
又
川
小
水
力
発
電
所
』。
1

つ
の
村
に
大
小
2
つ
の
水
力
発
電
所
が
あ
る

の
も
、
同
村
の
魅
力
。
色
ん
な
世
代
の
方
々

に
来
村
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
期
待
し

ま
す
。
伊
東
さ
ん
は
「
こ
の
村
に
は
自
然
の

魅
力
が
凝
縮
し
て
い
ま
す
。
発
電
所
の
視
察

を
機
に
、
製
材
所
で
の
木
工
体
験
や
農
村
体

験
が
で
き
る
『
環
境
ツ
ア
ー
』
な
ど
を
絡
め
、

よ
り
多
く
の
方
に
下
北
山
村
の
魅
力
に
触
れ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
再
エ
ネ
事

業
に
関
し
て
、
中
村
さ
ん
は
「
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
再
エ
ネ
を
使
っ

た
電
力
供
給
は
重
要
な
取
組
。
本
事
業
の
成

功
を
他
の
地
域
で
も
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
展
望
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
活
性
化
へ
の
糸
口
と
し
て
、
持
続
可

能
な
再
エ
ネ
を
生
み
出
す
施
設
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
同
発
電
所
の
発
展
は
続
い
て
い
き

ま
す
。

水と人が織り成す、循環型社会と地域振興
下北山村の豊かな水資源を利用して建設された「小又川小水力発電所※１」。
建設から25 年、経年劣化した発電所の更新事業が実施されました。
その背景には、再生可能エネルギー（以下、再エネ）の推進、地域振興への取組、
現在まで継続する下北山村役場と市民生活協同組合ならコープ（以下、ならコープ）グループの信頼関係がありました。

小又川水力発電所の砂防の状態を確認する3名。有効落差は82.0m。

新設した水車発電機改良により最大取水量が増加した取水口

小こ

又ま
た

川が
わ

小
水
力
発
電
所 

（
下
北
山
村
）

下
北
山
村
教
育
委
員
会　
教
育
長

森
岡 

和
久
さ
ん

株
式
会
社
コ
ー
プ
エ
ナ
ジ
ー
な
ら

伊
東 

真
吾
さ
ん

株
式
会
社
コ
ー
プ
エ
ナ
ジ
ー
な
ら

代
表
取
締
役
社
長　
C
E
O

中
村 

和
次
さ
ん

※1　小水力発電所／出力が比較的小規模な発電所です。
※2　FIT制度／再生可能エネルギーで発電した電気を、電力会社が一定価格で一定期間買い取る制度です。※3　下北山村の住民基本台帳に基づきます。
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仲
間
と
始
め
た
活
動
が

市
民
が
喜
ぶ
陶
器
市
へ

　
活
動
の
始
ま
り
は
、
樽
井
さ
ん
が
食
器
の

循
環
に
疑
問
を
抱
い
た
こ
と
で
し
た
。「
食

べ
終
え
た
プ
リ
ン
カ
ッ
プ
な
ど
の
陶
器
類
は

す
べ
て
埋
め
立
て
ら
れ
る
と
分
か
っ
て
、
何

と
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」。
平
成
18
年

6
月
、
樽
井
さ
ん
は
自
宅
前
に
廃
食
器
の

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
。
す
る
と
、
地
域
住

民
の
協
力
も
あ
り
、
4
カ
月
で
４
０
０
㎏

に
も
お
よ
ぶ
食
器
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
ま

だ
使
え
る
食
器
ば
か
り
。
必
要
な
人
に
再

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
仲
間
5
人
と

一
緒
に
回
収
し
、
必
要
な
人
に
無
料
で
持
ち

帰
っ
て
も
ら
う
リ
ユ
ー
ス
市
『
も
っ
た
い
な

い
陶
器
市
』（
以
下
、
陶
器
市
）
を
開
催
。

活
動
は
徐
々
に
広
が
り
、
ス
ー
パ
ー
や
公
民

館
な
ど
の
定
期
市
で
は
、
長
蛇
の
列
が
で
き

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
市
民
が
楽
し
み
に
す

る
リ
ユ
ー
ス
市
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
7
月
、
活
動
の
幅
を
広
げ
る

た
め
、
仲
間
と
一
緒
に
N
P
O
法
人
と
し

て
同
会
を
設
立
。
今
で
は
、
奈
良
市
、
大
和

高
田
市
に
ま
で
活
動
は
広
が
り
、
現
在
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
数
は
78
名
に
ま
で
増

加
。
生
駒
市
か
ら
は
廃
食
器
の
3
R
事
業

を
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
数
々
の

環
境
事
業
が
認
め
ら
れ
、
同

会
は
「
平
成
21
年
度
容
器
包

装
３
Ｒ
推
進
環
境
大
臣
賞
優

秀
賞
」
を
受
賞
。
現
在
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
陶
器
市
は
中

断
し
て
い
ま
す
が
、
リ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
内
の
リ
ユ
ー
ス

コ
ー
ナ
ー
「
も
っ
た
い
な
い

食
器
市
」
へ
と
形
式
を
変

え
継
続
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
江
口
さ

ん
は
、「
コ
ロ
ナ
前
と
比
較
し
て
も
、
回
収

量
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。『
使
わ
な
い
食
器
は
、

陶
器
市
へ
』
と
い
う
習
慣
が
、
市
民
の
方
に

根
付
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
」
と
嬉
し
そ

う
に
話
し
ま
す
。

食
器
が
導
く

人
と
人
と
の
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル

　
さ
ら
に
同
会
で
は
新
し
い
資
源
循
環
型
サ

イ
ク
ル
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、

陶
磁
器
製
の
食
器
と
共
に
集
ま
る
ガ
ラ
ス
食

器
の
資
源
化
で
す
。
ガ
ラ
ス
食
器
を
再
資
源

化
で
き
る
場
所
が
な
く
て
困
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
地
元
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
が
ガ
ラ
ス
の

資
源
化
技
術
に
優
れ
た
会
社
を
紹
介
し
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
会
社
と
や
り
取
り
を

重
ね
、
陶
器
と
同
様
に
ガ
ラ
ス
食
器
も
再
資

源
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
私
た

ち
は
、
回
収
作
業
ご
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
食
器

の
総
量
を
デ
ー
タ
化
し
て
い
ま
す
。
事
業
化

す
る
際
に
、
そ
の
数
値
が
役
立
ち
ま
し
た
」

ひ
と
つ
も
ゴ
ミ
に
し
な
い
！

食
器
の
循
環
型
サ
イ
ク
ル

　　
「
こ
の
パ
ス
タ
皿
、ま
だ
使
え
そ
う
」「
こ
っ

ち
の
湯
呑
も
き
れ
い
ね
」。和
皿
、洋
皿
、カ
ッ

プ
類
、グ
ラ
ス
類
な
ど
、家
庭
で
不
要
と
な
っ

た
大
量
の
器
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
一
つ
ず
つ

丁
寧
に
状
態
を
見
定
め
て
い
る
の
は
関
西
ワ

ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
エ
イ
ド
協
会
の
皆
さ
ん
。「
ま

だ
き
れ
い
な
の
に
、
ゴ
ミ
に
は
さ
せ
ら
れ
な

い
！
」
と
理
事
長
の
樽
井
さ
ん
は
愛
し
そ
う

に
グ
ラ
ス
を
見
つ
め
ま
す
。

　

生
駒
市
内
に
あ
る
北
と
南
の
両
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た

食
器
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
1
カ
月
間
の
回
収
量
は
、
2
箇
所
合
わ

せ
て
総
量
2
ト
ン
。
メ
ン
バ
ー
は
、
週
に
1

度
、
回
収
・
分
別
作
業
を
行
い
、
す
べ
て
の

食
器
を
状
態
の
良
い
も
の
と
、
割
れ
欠
け
し

た
も
の
と
に
選
別
し
ま
す
。
良
品
は
リ
ユ
ー
ス

品
と
し
て
生
駒
市
清
掃
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ

運
搬
し
、
セ
ン
タ
ー
内
に
設
け
ら
れ
た
リ
ユ
ー

ス
コ
ー
ナ
ー
「
も
っ
た
い
な
い
食
器
市
」
で
市

民
に
無
料
提
供
さ
れ
ま
す
。
骨
董
の
湯
呑
や

ブ
ラ
ン
ド
製
の
グ
ラ
ス
な
ど
高
価
な
品
々
は
、

同
セ
ン
タ
ー
が
低
価
格
で
販
売
し
ま
す
。

　
一
方
、
破
損
し
た
食
器
は
、
提
携
し
て
い

る
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
持
ち
込
み
、
資
源
と

し
て
再
利
用
。
こ
の
よ
う
に
、
回
収
し
た
器

は
一
つ
残
ら
ず
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
器
の
循
環
型
サ
イ
ク

ル
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

と
樽
井
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、回
収
し
た
陶
磁
器
を
粉
砕
、

資
源
化
し
、
再
生
土
20
%
を
混
ぜ
た
再
生

陶
磁
器
の
ス
イ
ー
ツ
カ
ッ
プ
の
開
発
で
す
。

同
カ
ッ
プ
を
洋
菓
子
店
な
ど
で
利
用
し
て
も

ら
い
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
※
で
の
販
売
を
普

及
す
る
こ
と
で
、
使
い
捨
て
容
器
の
ゴ
ミ
削

減
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
製
造
を
中

止
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
持
続
的
な
仕
組
み

を
検
討
中
で
す
。

　
今
後
の
目
標
は
「
陶
器
市
の
再
開
！
」
と

声
を
揃
え
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。
副
理
事

長
の
中
井
さ
ん
は
「
私
た
ち
の
原
点
は
、
器

を
通
じ
て
人
と
触
れ
合
う
こ
と
。
再
開
を
楽

し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
、
新

し
い
陶
器
市
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

　
仲
間
と
始
め
た
小
さ
な
循
環
が
、
信
頼
で

き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
今
で
は
大
き

な
循
環
サ
イ
ク
ル
に
。
一
つ
の
器
が
人
と
人

の
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
も
築
い
て
い
ま
す
。

ひとつの食器が巡る豊かなライフサイクル
家庭で不要となった器のリユース・リサイクル活動を行うNPO 法人関西ワンディッシュエイド協会。

「もったいない！」という思いをきっかけに、子育て仲間５人から始まった小さな活動が多くの支援を得て、
食器を基軸にした大きな循環型サイクルに成長しています。

分別作業場はコミュニティセンターの地下駐車場。
 カチャカチャと食器がふれ合う音に交じって、楽しそうな笑い声も響く。

生駒市清掃リレーセンター内に新設された
「もったいない食器市」

同会がデザインした
再生陶磁器のスイーツカップ

N
P
O
法
人 

関
西
ワ
ン
デ
ィ
ッ
シュエ
イ
ド
協
会

（
生
駒
市
）

N
P
O
法
人

関
西
ワ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
エ
イ
ド
協
会

理
事
長

樽た
る

井い 

雅
美
さ
ん

N
P
O
法
人

関
西
ワ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
エ
イ
ド
協
会

江
口 

知
子
さ
ん

※デポジット制度／ケーキなどを購入する際、商品代に容器代を上乗せして払い、使用後の容器を
　　　　　　　　　お店に持ち帰ると容器代を返金してもらえる仕組みです。
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［ 

利
用
可
能
な
団
体（
申
請
者
） 

］

①
県
民　
②
市
町
村　
③
県
内
に
事
業
所
を

置
く
法
人　
④
学
校　
⑤
各
種
団
体

［ 

注
意
事
項 

］

1 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
先
は
、
奈
良
県

内
に
限
り
ま
す
。

2 

政
治
、
宗
教
、
営
利
、
そ
の
他
本
事
業

の
目
的
に
合
致
し
な
い
も
の
に
は
派
遣

し
ま
せ
ん
。

3 

利
用
可
能
回
数
は
、
１
団
体
等
に
つ
き
、

同
年
度
内
に
原
則
と
し
て
２
回
ま
で

で
す
。

4 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
謝
礼
・
旅
費
以
外

の
諸
費
用
に
つ
い
て
は
申
請
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

［ 

問
合
せ
先 

］

　
申
請
方
法
や
詳
細
に

つ
い
て
は
県
H
P
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
／
奈
良
県
環
境
政
策
課

　
　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
係　

電　
話 

0
7
4
2・2
7・8
0
1
6

F
A
X 

0
7
4
2・2
2・1
6
6
8

を
進
め
、
モ
デ
ル
事
例
と
し
て
P
R
す

る
取
組
を
開
始
し
た
。

［ 

助
言
内
容（
複
数
希
望
可
） 

］

C
O
2

等
排
出
量
の
調
査

C
O
2

等
排
出
診
断
、
削
減
ア
ド
バ
イ
ス

C
O
2

等
削
減
計
画
や
削
減
目
標
設
定

研
修
（
省
エ
ネ
法
規
等
）

そ
の
他
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
助
言
等

［ 

対
象
と
な
る
事
業
所 

］

県
内
に
所
在
す
る
事
業
所

［ 

注
意
事
項 

］

◎ 

１
団
体
等
に
つ
き
、
同
年
度
内
に
原
則

と
し
て
５
日
ま
で
利
用
可
能
で
す
。

◎ 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
に
関
す
る
費
用

は
県
が
負
担
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
派
遣

に
伴
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
交
通
費
は
申

込
者
負
担
。）

［ 

問
合
せ
先 

］

　
申
請
方
法
や
詳
細
に

つ
い
て
は
県
H
P
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
／
奈
良
県
環
境
政
策
課

　
　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
係　

電　
話 

0
7
4
2・2
7・8
0
1
6

F
A
X 

0
7
4
2・2
2・1
6
6
8

［ 

制
度
概
要 
］

　
環
境
保
全
の
専
門
家
で
あ
る
「
環
境
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
を
派
遣
す
る
制
度
で
す
。
県
内

の
市
町
村
・
事
業
者
・
学
校
・
各
種
団
体
等

が
自
発
的
に
主
催
す
る
環
境
保
全
活
動
や
環

境
学
習
等
に
対
し
て
、
各
分
野
の
環
境
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
勉
強
会
や
講
演
等
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

等
を
検
討
す
る
事
業
等
に
対
し
て
、
指
導
や

助
言
を
行
い
ま
す
。

※
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
謝
礼
・
旅
費
を
県
が

負
担
し
ま
す
。

［ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
お
よ
び
派
遣
例 

］

1 

自
然
環
境
・
環
境
学
習

川
の
水
質
と
生
物
調
査
、
ビ
オ
ト
ー
プ

の
観
察
会
な
ど

2 

環
境
保
全
・
公
害
・
地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
の
勉
強
会
な
ど

3 

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル

家
庭
ゴ
ミ
減
量
の
コ
ツ
講
演
会
な
ど

4 

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

地
震
防
災
と
住
生
活
に
つ
い
て
の
勉
強

会
な
ど

5 

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用

小
水
力
発
電
等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
の
助
言
な
ど

［ 

制
度
概
要 

］

　

県
内
事
業
所
を
対
象
に
、
C
O
2

削
減

（
省
エ
ネ
、
コ
ス
ト
削
減
）
等
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
、
環
境
の
専
門
家
（
環
境
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）
を
派
遣
し
ま
す
。
ま
た
I
S
O

1
4
0
0
1
※
1
や
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
※
2
の

認
証
取
得
に
結
び
つ
く
助
言
を
実
施
し
ま
す
。

※
１　
I
S
O
1
4
0
0
1
と
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
規
格
で
す
。

※
2　
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
と
は
、
環
境
省
が
定
め
た
環
境

経
営
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
第
三
者
認
証
・
登
録
制
度

の
こ
と
で
す
。

［ 

派
遣
例 

］

〈
事
例
１
〉

食
品
機
械
製
造
業
者
か
ら
の
依
頼
。
地

球
環
境
問
題
の
講
演
や
工
場
設
備
の
見

直
し
を
提
案
。
そ
の
結
果
、
職
員
の
省
エ

ネ
に
対
す
る
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

〈
事
例
２
〉

運
送
業
者
か
ら
の
依
頼
。
省
エ
ネ
の
着

手
方
法
に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
結
果
、

保
温
設
備
等
を
改
修
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
削
減
を
達
成
し
た
。

〈
事
例
３
〉

地
方
自
治
体
か
ら
の
依
頼
。
職
員
に
向

け
て
地
球
温
暖
化
や
省
エ
ネ
に
つ
い
て

講
演
。
そ
の
結
果
、
庁
舎
等
の
省
エ
ネ

ご
活
用
く
だ
さ
い  

奈
良
県
環
境
ア
ド
バイ
ザ
ー
制
度

ご
活
用
く
だ
さ
い  

C
O
2
削
減
ア
ド
バイ
ザ
ー
制
度

︱ 

環
境
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
戦
後
の
日
本

は
、
物
資
が
少
な
い
け
れ
ど
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
最
大
限
生
か
す
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
お
風
呂
を
沸
か
す
に
は
薪
を
く
べ
、

調
理
に
は
炭
を
使
い
、
田
畑
の
肥
料
は
人
糞

と
、
今
で
い
う
循
環
型
社
会
が
根
付
い
て
い

た
の
で
す
。
こ
の
実
体
験
が
、
環
境
保
全
活

動
に
取
り
組
む
礎
と
な
り
ま
し
た
。

︱ 

最
近
の
講
義
内
容
や
工
夫
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
派
遣
先
の
小
学
校
で
環
境
の
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。
申
請
者
の
先
生
の
要
望
に
応

じ
て
「
温
暖
化
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
か

な
？
」
な
ど
、
現
在
の
環
境
問
題
の
中
か
ら

題
材
を
提
示
し
、
子
ど
も
自
身
が
自
分
事
と

し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
導
き
ま
す
。
講
演
対

象
の
子
ど
も
の
年
齢
に
あ
わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
絵
本
や
ク
イ
ズ
を
使
う
こ
と
で
、
難
し
い

内
容
で
も
楽
し
く
取
り
組
め
る
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。

︱ 

講
座
を
通
じ
て
伝
え
た
い
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

世
界
で
は
未
曽
有
の
出
来
事
が
起
こ
り
、

私
た
ち
の
未
来
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
大
切

な
こ
と
は
、
自
ら
考
え
て
、
行
動
を
起
こ
す

こ
と
で
す
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
枯
渇
し
な
い

よ
う
資
源
を
大
切
に
し
よ
う
」「
ゴ
ミ
を
減

ら
そ
う
」
と
地
球
規
模
で
考
え
る
視
点
や
、

ど
ん
な
環
境
に
あ
っ
て
も
た
く
ま
し
く
生
き

て
い
け
る
知
恵
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

︱ 
ど
の
よ
う
な
依
頼
が
あ
り
ま
す
か
？

　
「
コ
ス
ト
削
減
・
環
境
負
荷
軽
減
を
図

る
た
め
、
工
場
設
備
を
見
直
し
た
い
」、

「
I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
取
得
を
目
指

し
た
い
」、「
職
員
の
地
球
温
暖
化
に
対
す
る

意
識
を
高
め
た
い
」
な
ど
、
C
O
2

削
減
に

関
わ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
依
頼
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

︱ 

依
頼
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

　
例
え
ば
、
企
業
か
ら
「
会
社
の
省
エ
ネ
を
進

め
た
い
」
と
い
う
ご
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
ま

ず
は
、
電
気
代
や
ガ
ソ
リ
ン
費
等
、
C
O
2

削

減
に
関
わ
る
項
目
を
デ
ー
タ
化
し
て
も
ら
い
ま

す
。
次
に
、
数
値
や
企
業
の
実
情
に
基
づ
き
、

L
E
D
照
明
へ
の
切
り
替
え
、
空
調
設
備
の
設

定
温
度
な
ど
を
助
言
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者

に
は「
環
境
法
令
」の
遵
守
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

「
公
害
防
止
組
織
法
」
な
ど
、
該
当
す
る
法
令
が

守
ら
れ
て
い
る
か
も
検
証
し
ま
す
。状
況
に
よ
っ

て
は
、事
業
所
内
で
C
O
2

対
策
チ
ー
ム
を
作
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
利
用
可
能
な
環
境
保
全
に
関

す
る
補
助
金
制
度
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

︱ 

C
O
2
削
減
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、今
後
、

ど
の
よ
う
な
活
動
に
力
を
入
れ
た
い
で
す
か
？

　
こ
れ
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
は
高
騰

し
、
ど
の
事
業
者
に
お
い
て
も
省
エ
ネ
対
策

は
必
須
で
す
。
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
を
講

演
、
講
座
等
を
通
じ
て
啓
発
す
る
こ
と
で
、

C
O
2

削
減
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
が
、
企
業

の
省
エ
ネ
体
制
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

小学生向け講座の様子環境セミナーの様子

許斐先生が製作した環境の絵本
活動時に使用している資料の内容

［ アドバイザーのご紹介 ］［ アドバイザーのご紹介 ］

1990年より、環境保全活動を開始。2001年にNPO法人エコパー
トナー21を設立し、代表の森氏やメンバーたちと協力し、環境を題
材にしたミュージカルの企画、絵本の出版など様々な環境活動に尽
力。環境アドバイザーとして、企業や団体、小学校などへ地球温暖
化などの環境問題を扱う講演を多数実施。特に、楽しく学べるよう
趣向を凝らした子ども向けの講座は「面白い！」と好評。

非鉄金属化合物製造会社に勤務した後、排水中の窒素・リ
ン・重金属除去技術開発設計の運営、省エネルギー設備
の導入計画など幅広く活動。大気・水質・騒音振動公害防
止管理者（第Ⅰ種）、エネルギー管理士ほか取得。

環境プラントメーカー水処理技術・営業部門、および環境・
エネルギー研究所に勤務した後、公共下水処理施設維持
管理会社役員として勤務。技術士（水道部門）、下水道処理
施設管理技士、浄化槽設備士ほか取得。

地球環境を学び、
行動する大切さを伝えたい。

アドバイザー　　許
こ の み

斐  喜
き く こ

久子 さん

NPO法人　奈良県環境カウンセラー協会　理事長

橋 本  武 一 さん （右）

NPO法人　奈良県環境カウンセラー協会　理事

坂 上  正 美 さん （左）

ホームページはこちらホームページはこちら
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12月は、『地球温暖化防止月間』です。

冬に向け寒さが厳しくなり、暖房を使う機会が増えます。今冬の電力需給は厳しい状況で

すので、皆さまには、無理のない範囲で節電にご協力をお願いいたします。

今冬は節電・省エネでエコライフ！

実施期間：令和4年12月1日～令和5年3月31日
奈良県では、市町村、事業所と連携し、「奈良の省エネスタイル」として省エネ等に取り組みます。

「まほろばエコスタイル～winter～」を実施しています。

奈良県エコキャラクター
「な〜らちゃん」

自主的な省エネの取組

適正暖房  室温20℃

● 階段を利用  エレベーターの利用を控える

● 重ね着で体温調節 保温性の高い衣類の活用等

● こまめな消灯 など 不要な時は消灯

● 暖房の効率を上げる 日中は太陽の熱を取り入れ、
	 	 	 夜間はカーテン、
	 	 	 ブラインドを活用

上掛けと敷布団をあわせて使う

→ 年間約1,010円お得
（CO2削減量15.9kg）

こたつ布団だけの場合と、こたつ布団に上掛けと
敷布団を併用した場合の比較（1日5時間使用）

使わないときはフタを閉める

→ 年間約1,080円お得
（CO2削減量17.0kg）

フタを閉めた場合と、開けっぱなしの場合の比較（貯湯式）

暖房は必要なときだけ

→ 年間約1,260円お得
（CO2削減量19.9kg）

暖房を1日1時間短縮した場合（設定温度：20℃）

フィルターを掃除する

→ 年間約990円お得
（CO2削減量15.6kg）

フィルターが目詰りしているエアコン（2.2kW）と
フィルターを清掃した場合の比較

室温は20℃を目安に

→ 年間約1,650円お得
（CO2削減量25.9kg）

外気温度6℃の時、エアコン（2.2kW）の
暖房設定温度を21℃から20℃にした場合

（使用時間：9時間／日）
便座の温度は低めにする

→ 年間約820円お得
（CO2削減量12.9kg）

便座の設定温度を一段下げた（中→弱）場合
（貯湯式）（冷房期間はオフ）

エアコン 温水洗浄便座

電気こたつ

参照：資源エネルギー庁HP「無理のない省エネ節約」


